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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第25期
第１四半期
連結累計期間

第26期
第１四半期
連結累計期間

第25期

会計期間

自平成22年
４月１日
至平成22年
６月30日

自平成23年
４月１日
至平成23年
６月30日

自平成22年
４月１日
至平成23年
３月31日

売上高（千円） 6,185,5026,532,42325,882,287

経常利益（千円） 266,764 432,0181,532,118

四半期（当期）純利益（千円） 114,208 252,133 769,677

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
126,134 301,510 701,344

純資産額（千円） 21,164,60621,854,53521,693,513

総資産額（千円） 27,752,28625,934,66027,501,757

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
6.53 14.41 44.01

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
6.48 14.27 43.59

自己資本比率（％） 75.3 83.0 77.7

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第25期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

（1）業績の状況

当第１四半期連結累計期間のわが国経済は、３月11日に発生した東日本大震災により企業の生産活動などが大

きな影響を受けて急速に落ち込んだものの、サプライチェーンの復旧に伴い鉱工業生産が回復に転じ、改善の動き

がみられました。また、個人消費も震災後には不要不急の支出を控える動きが広がり急速に落ち込んだものの、自

粛ムードが和らぐにつれて持ち直しました。しかしながら、電力不足などの不安材料が解消されないことから、景

気の先行きは依然不透明な状況が続いております。

当社グループが参画いたします先端エレクトロニクス業界におきましては、震災に伴う部品不足などの影響が

一部でみられ、テレビ等の民生機器需要は低調であったものの、携帯電話市場においては新興国を中心にスマート

フォンが好調だったほか、コンピュータ市場ではタブレットパソコンを中心に堅調に推移いたしました。また、Ｎ

ＡＮＤフラッシュメモリの旺盛な需要への対応から、半導体メーカーの設備投資が積極化しました。

このような状況のもと、当社グループにおける当第１四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高65億

32百万円（前年同期比5.6％増）、営業利益３億85百万円（同41.3％増）、経常利益４億32百万円（同61.9％増）、

四半期純利益２億52百万円（同120.8％増）となりました。

報告セグメント別の業績は次のとおりであります。

〔半導体設計事業〕

半導体設計事業は、当社グループが蓄積してまいりました高度なエンジニアリング力を効果的に活用して高付

加価値製商品及びサービスの提供に努め、仕入先との更なるパートナーシップを強化すると共に既存顧客との関

係強化・新規顧客開拓に注力し、積極的な営業活動を展開してまいりました。主力商品の半導体設計用（ＥＤＡ）

ソフトウェアは、長期契約の更新が順調に進んだことなどにより、概ね堅調に推移いたしました。ＡＳＩＣ受託設

計は、一部商品の生産終了に伴い一時的に売上が増加いたしました。自社製テストシステムは、スマートフォンや

タブレット端末等の需要増により国内及び海外半導体メーカーにおけるフラッシュメモリ生産が好調に推移し、

活発な設備投資が行われた結果、売上が大幅に増加いたしました。一方、三栄ハイテックス株式会社のＬＳＩ設計

受託ビジネスは、震災の影響による顧客の開発プロジェクトの見直しや先送りなどにより前年同期実績に及びま

せんでした。

その結果、当事業の売上高は28億69百万円（同30.2％増）、セグメント利益は３億78百万円（同135.5％増）と

なりました。

〔電子部品事業〕

電子部品事業は、デジタル家電やＯＡ・ＦＡ市場の既存顧客を中心に当社のエンジニアリング力を活かし、高付

加価値製商品及びサービスの提供、新規アプリケーションの開拓に努めてまいりました。ハードディスク部門は、

震災の影響から顧客の生産調整による落込みがあったものの、ＯＡ・ＦＡ及びその他アミューズメント向けにお

ける市況の回復及びシェア拡大により出荷台数が増加いたしました。デバイス部門は、デジタルテレビやＤＶＤド

ライブの需要減及び単価下落に伴い、ＨＤＭＩチップやレーザーダイオードドライバの売上が減少いたしました。

アイティアクセス株式会社の組み込みソフトウェア及びデジタル家電向け開発支援ビジネスは、概ね堅調に推移

しておりますが、エコポイント制度終了の影響や一部受託開発案件の遅れなどにより、売上は減少いたしました。

　その結果、当事業の売上高は36億62百万円（同8.0％減）、セグメント利益は79百万円（同52.3％減）となりまし

た。 

　

（2）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（3）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、26百万円であります。なお、当第１

四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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（4）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当社グループを取り巻く事業環境としては、特に電子部品について、市場の需給バランスによる価格変動の影響

を受ける可能性があります。このような状況に対処すべく、当社グループは在庫の圧縮に努めるとともに、新規商

材による品揃えの拡充、多様なアプリケーションの開拓による市場拡大に努めております。また、事業の高度サー

ビス化を推し進め、市場動向の影響を受けにくい強固な事業基盤の構築を図ってまいります。

（5）経営者の問題認識と今後の方針について

当社グループの経営陣は、変化の激しい先端エレクトロニクス業界のニーズを読み取り、最適なソリューション

を提供していくことが、我々の存在価値と認識しております。今後も引き続きエンジニアリング力を強化し、組織

改革、人員強化などを通じて「ＥＤＳ事業（注）」を展開してまいります。
　
（注）ＥＤＳ（Electronics Design Service）とは、顧客ニーズに基づき、部品調達からハードウェア／ソフトウェアの設計、開発、品

質管理までを一貫して提供する“統合サービス”を意味します。顧客仕様に従い組立生産を請負うＥＭＳと違い、上流の設計、開発から関

わっているのが特徴です。当社グループは、ハードウェアからソフトウェアを含んだワンストップのソリューションを提供してまいりま

す。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 36,000,000

計 36,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年８月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 18,218,901 18,218,901
東京証券取引所

市場第一部

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式

単元株式数　100株　

計 18,218,901 18,218,901 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、平成23年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は含まれておりません。

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高(株)

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年６月30日

（注）
△5,000,00018,218,901 － 10,517,159 － 4,530,755

（注）自己株式の消却による減少であります。

　

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成23年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

 平成23年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　5,728,700 －

権利内容に何ら限定の

ない当社における標準

となる株式

単元株式数　100株 

完全議決権株式（その他） 普通株式   17,488,800 174,888 同上

単元未満株式 普通株式        1,401 － －

発行済株式総数            23,218,901 － －

総株主の議決権 － 174,888 －

（注）１．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,400株含まれております。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数14個が含まれております。

　　　２．当第１四半期会計期間末日現在の発行済株式総数は、自己株式の消却5,000,000株により、18,218,901株となっ

ております。

②【自己株式等】

 平成23年６月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

イノテック株式会社

神奈川県横浜市港

北区新横浜三丁目

17番６号

5,728,700 － 5,728,700 24.67

計 － 5,728,700 － 5,728,700 24.67

（注）当第１四半期会計期間末日現在の自己株式数は、自己株式の消却等により715,195株（うち単元未満株式は95

株）となっております。

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平

成23年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,250,942 2,511,401

受取手形及び売掛金 7,390,113 6,921,562

商品及び製品 2,509,512 2,135,562

その他 2,184,934 2,365,200

貸倒引当金 △1,530 △406

流動資産合計 15,333,971 13,933,320

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 7,910,416 7,912,318

減価償却累計額 △3,405,727 △3,445,380

建物及び構築物（純額） 4,504,689 4,466,938

土地 5,672,632 5,672,632

その他 686,349 706,107

減価償却累計額 △455,796 △466,467

その他（純額） 230,552 239,640

有形固定資産合計 10,407,874 10,379,210

無形固定資産

のれん 262,934 218,334

その他 82,257 94,604

無形固定資産合計 345,192 312,939

投資その他の資産

投資有価証券 667,159 598,103

その他 846,583 718,396

貸倒引当金 △99,023 △7,310

投資その他の資産合計 1,414,719 1,309,189

固定資産合計 12,167,785 12,001,339

資産合計 27,501,757 25,934,660
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 2,041,292 1,750,264

短期借入金 1,000,000 －

未払法人税等 418,514 122,772

賞与引当金 － 50,779

役員賞与引当金 － 8,500

その他 1,819,604 1,661,851

流動負債合計 5,279,411 3,594,167

固定負債

退職給付引当金 310,187 268,752

役員退職慰労引当金 35,430 29,084

その他 183,215 188,119

固定負債合計 528,832 485,957

負債合計 5,808,244 4,080,124

純資産の部

株主資本

資本金 10,517,159 10,517,159

資本剰余金 9,295,713 7,320,858

利益剰余金 3,912,721 4,024,934

自己株式 △2,266,303 △282,930

株主資本合計 21,459,291 21,580,022

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 13,062 1,219

繰延ヘッジ損益 △10,560 5,212

為替換算調整勘定 △93,537 △55,903

その他の包括利益累計額合計 △91,034 △49,472

新株予約権 95,760 87,256

少数株主持分 229,495 236,728

純資産合計 21,693,513 21,854,535

負債純資産合計 27,501,757 25,934,660

EDINET提出書類

イノテック株式会社(E02724)

四半期報告書

 9/16



（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 6,185,502 6,532,423

売上原価 4,825,099 4,995,674

売上総利益 1,360,402 1,536,749

販売費及び一般管理費 1,087,806 1,151,603

営業利益 272,596 385,145

営業外収益

不動産賃貸料 61,053 107,112

その他 17,782 23,633

営業外収益合計 78,835 130,745

営業外費用

不動産賃貸費用 71,941 82,368

その他 12,725 1,504

営業外費用合計 84,667 83,873

経常利益 266,764 432,018

特別利益

投資有価証券売却益 694 －

貸倒引当金戻入額 546 －

退職給付制度終了益 － 49,359

特別利益合計 1,241 49,359

特別損失

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 5,745 －

投資有価証券売却損 － 3,562

その他 1,280 790

特別損失合計 7,026 4,352

税金等調整前四半期純利益 260,979 477,024

法人税等 132,525 217,076

少数株主損益調整前四半期純利益 128,453 259,948

少数株主利益 14,245 7,814

四半期純利益 114,208 252,133
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 128,453 259,948

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △31,350 △11,843

繰延ヘッジ損益 31,055 15,772

為替換算調整勘定 △2,023 37,633

その他の包括利益合計 △2,318 41,562

四半期包括利益 126,134 301,510

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 111,889 293,696

少数株主に係る四半期包括利益 14,245 7,814
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【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び前第１四半期連結累計期間に係る

四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費

（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

減価償却費 65,869千円 75,967千円

のれんの償却額 44,599 44,599

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月24日

定時株主総会
普通株式 52,470 3 平成22年３月31日平成22年６月25日利益剰余金 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

１．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月23日

定時株主総会
普通株式 139,920 8 平成23年３月31日平成23年６月24日利益剰余金 

２．株主資本の金額の著しい変動

当社は、平成23年６月10日開催の取締役会において、会社法第178条の規定に基づき、自己株式の消却を

行うことを決議し、次のとおり自己株式を消却いたしました。これにより、資本剰余金および自己株式がそ

れぞれ1,977,993千円減少しております。

（１）消却した株式の種類　普通株式

（２）消却した株式の数　　5,000,000株

（消却前の発行済株式総数に対する割合　21.5％）　

（３）消却実施日　　　　　平成23年６月30日　
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日 至　平成22年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 
報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

半導体設計事業 電子部品事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 2,204,937　 3,980,565　 6,185,502　 －　 6,185,502　
セグメント間の内部
売上高又は振替高

10,512　 －　 10,512　 △10,512　 －　

計 2,215,449　 3,980,565　 6,196,014　 △10,512　 6,185,502　

セグメント利益 160,862　 166,680　 327,543　 △54,946　 272,596　

（注）１．セグメント利益の調整額△54,946千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△54,305千円及

び棚卸資産の調整額△641千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理

費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日 至　平成23年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 
報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

半導体設計事業 電子部品事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 2,869,902　 3,662,521　 6,532,423　 －　 6,532,423　
セグメント間の内部
売上高又は振替高

4,236　 －　 4,236　 △4,236　 －　

計 2,874,139　 3,662,521　 6,536,660　 △4,236　 6,532,423　

セグメント利益 378,829　 79,514　 458,344　 △73,198　 385,145　

（注）１．セグメント利益の調整額△73,198千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△73,037千円及

び棚卸資産の調整額△160千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理

費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 6円53銭 14円41銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（千円） 114,208 252,133

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 114,208 252,133

普通株式の期中平均株式数（千株） 17,490 17,491

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 6円48銭 14円27銭

（算定上の基礎）  　

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（千株） 128 183

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年８月10日

イノテック株式会社

取締役会　御中

有限責任監査法人　トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員　

 公認会計士 布施　伸章　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員　

 公認会計士 福田　充男　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているイノテック株式会
社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平成
23年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期連結財務
諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ
ビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務
諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成
し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任　
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結
論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四
半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分
析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる
監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論　
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、イノテック株式会社及び連結子会社の平成23年６月30日現在の財政状態
及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要
な点において認められなかった。
　
その他の事項
　会社の平成23年３月31日をもって終了した前連結会計年度の第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間に係
る四半期連結財務諸表は、前任監査人によって四半期レビューが実施されている。前任監査人は、当該四半期連結財務諸表
に対して平成22年８月11日付で無限定の結論を表明している。
　
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以　上　

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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